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自己紹介
野本和宏
・2013年～釧路市立博物館 学芸員(魚類・両生類担当）
・専門： イトウなど淡水魚の生態と保全
・興味： 釧路湿原の重要生態系の保全・再生
・釧路市指定天然記念物キタサンショウウオの調査研究と
保護行政を担当.
・急速なソーラー建設により生息地が激減し,
2020年環境省レッドリスト２ランク上昇
2022年 種の保存法指定（販売目的の捕獲など厳罰化）

※準絶滅危惧(NT） ⇒ 絶滅危惧ⅠB類（EN)に改定。
 北海道RDB ⇒  絶滅危惧ⅠB類（EN)

しべお



釧路湿原概要
☆国内最大の湿原（面積：約2万ha）
☆国内最初のラムサール条約登録湿地
☆国立公園
☆多くの希少種のすみか；
オジロワシ,タンチョウ,キタサンショウウオ
イトウ,チュウヒ,オオヨシゴイ,シマクイナ,オオジシギ,
エゾカオジロトンボ, アカエリカイツブリ,クシロハナシノブ
ハナタネツケバナ,など



制作： 釧路市
再生回数： 938万回！！（大人気）



・環境省レッドリスト “絶滅危惧ⅠB類”
・北海道レッドデータブック “絶滅危惧ⅠB類”
・種の保存法“特定第２種国内希少野生動植物種”
・釧路市天然記念物（1975年指定）

キタサンショウウオ

”湿原のサファイヤ“

釧路湿原を代表する生き物。氷河期の遺存種



☆1972（昭47）年6月 「日本列島改造論」発表 （湿原の大規模開発）
☆1972（昭47）年11月 市民シンポジウム「湿原の保護と開発を考える」開催
        ⇒「国定公園化構想」を発表
☆1973（昭48）年3月 釧路地方総合開発期成会・特別委員会が

『釧路湿原の将来』をとりまとめ

1973（昭和48）年

『釧路湿原の将来』

・開発と保護に関する基本原則
⇒市街地拡大は海岸線から6kmに留める

釧路湿原 –市民主導で開発から保護へ



☆1980（昭55）年： ラムサール条約登録湿地に登録

☆1987（昭62）年： 釧路湿原国立公園に指定

☆１９９３（平5）年： ラムサール条約第５回締約国会議（釧路）開催

• 2003年6月17日放送

NHK プロジェクトX

「釧路湿原カムイの鳥舞え」

『釧路湿原総合調査報告書』
（1975) 釧路市立郷土博物館

“釧路湿原総合調査”（1972-1975)

釧路湿原 –ラムサール条約登録,国立公園指定



☆1991（平1）年： 『釧路市総合計画』
「都市的土地利用の北限を水際線より6キロメートル程度」と明記

☆2001(平13）年： 『釧路市都市計画マスタープラン』
⇒踏襲

☆2021（令3）年： 『第2次釧路市都市計画マスタープラン』策定
⇒踏襲

釧路市の施策にも反映

『釧路市総合計画』（1991)『第２次釧路市都市計画

      マスタープラン』（2021)



☆2002（平14）年： 『新・生物多様性国家戦略』 閣議決定
全国の先駆け“自然再生 釧路から始まる”

☆2003（平15）年： 釧路湿原自然再生協議会 発足
（国・道・市町村・市民・NGO・有識者が参画・協議）

☆2005（平17）年： 『釧路湿原自然再生全体構想』 策定

“ラムサール条約登録前の湿原環境”をめざして
湿原再生の取組が進められている。

（“再生”と“保全”が重要）

釧路湿原自然再生事業（２００3年～）



特徴： 行動圏がせまい
（産卵池を中心に半径100mが行動圏）

キタサンショウウオの生活史



キタサンショウウオのすみかを探せ

Tran et al.(2021)
Ecological Research

WANTED!



分析結果； キタサンショウウオの生息適地マップ

国立公園

国立公園外の
釧路市エリアに多く生息！！



他法令による太陽光発電施設の規制

☆海岸線から6km以北は自然保護優先（地域の取り決め）
⇒区域設定なし＆法的根拠なしだが釧路地域の重要方針

☆市街化調整区域；（都市計画法による）
⇒無秩序な開発を抑制するために設定（建築物は建てられない）
⇒しかし・・・「太陽光発電施設は建築基準法規定による建築物ではない
⇒ソーラーは該当なし

☆釧路市景観条例；
⇒その他工作物の建設等届出： ⇒ソーラーは該当なし

☆釧路市環境基本条例； 該当なし

☆自然公園法
⇒国立公園外（隣接地も）は対象外

（公園内も普通地域は開発可能）

☆『北海道太陽電池・風力発電設備景観形成ガイドライン』
⇒※景観行政団体（釧路市）は対象外

※景観法に基づく景観行政を担う自治体.



☆種の保存法 タンチョウ,オジロワシ,チュウヒ, シマクイナ
→生息地＠民有地の行為に制限はかけにくい

☆文化財保護法, 文化財保護条例（天然記念物＆史跡）
・埋蔵文化財包蔵地（土器,石器など）

⇒制限がかかるが湿原内で包蔵地が見つかった事例はほとんどない.
（太古の人々にとって湿原はすみにくい場所だった？）

・国指定特別天然記念物タンチョウ,天然記念物オジロワシなどの生息地
⇒天然記念物の「保存に影響を及ぼす行為」を立証するのが難しい.

・釧路市文化財保護条例 市指定天然記念物キタサンショウウオ
⇒天然記念物の「保存に影響を及ぼす行為」を立証しやすい.

ブルドーザー

キタサンショウウオ卵のう

ダンプ



キタサンショウウオ生息地が埋め立てられてソーラーが建設された事例

キタサンは既存の詳細な分布記録,行動圏の狭さ,生態の解明が
進んでいるため「保存に影響を及ぼす行為」が見えやすい。

例) 生息地埋め立ては現状変更許可の対象。



【保護管理】事業者からの照会件数が急増！
（計画段階での回避が可能になった）

保護の呼びかけ； キタサンショウウオの生息適地マップ

【裏面】（生息適地マップ）

【表面】



生息可能性のある土地での工事に係る
調整手順と許可申請の流れ

博物館： 過去の生息記録情報や『生息適地マップ』を提供.

生息地および“生息適地”. 非生息地

事業者＆釧路市： 事業計画,事前調査＆保全対策を協議

事業者： 博物館に計画地の生息可能性を照会.



・産業振興室
・都市計画課
・道路河川課
・水道整備課
・環境保全課 自然保護担当
・環境保全課 環境管理担当
・博物館

→各課の所管業務の情報共有＆保護に向けて連携
（関係課は多岐にわたる）

庁内情報共有の仕組み“キタサンネット”
（2019年7月～）



太陽光発電施設の推移

2021年6月 2014年6月

釧路市：527施設（21）← 96施設（１）

釧路町：124施設（５）← 20施設（０）

標茶町：113施設（２）← 31施設（０）

鶴居村：32施設（３）  ← 5施設（０）
※括弧内の数字はメガソーラー

今後、さらに建設件数と規模が急増
(ソーラーの計画・照会件数が昨年度の約３倍)
→問い合わせが殺到！ 制度の見直しどころではない。



釧路湿原に生息する鳥類への影響

・鳥類も同様にソーラーの影響あり
・具体的には繁殖ないしは生息場所の消失もしくは移動

種の保存法及び環境省レッドリストに入っている種類の例とし
て,タンチョウ,チュウヒ,シマクイナなど

タンチョウ
環境省レッドリスト
“絶滅危惧Ⅱ類”

チュウヒ
環境省レッドリスト
“絶滅危惧ⅠB類”

シマクイナ
環境省レッドリスト
“絶滅危惧ⅠB類”

チュウヒの繁殖地,シマクイナ生息地,タンチョウ繁殖地
⇒埋め立てられてソーラーになった事例も。



ヨシ原、放棄牧草地は湿地性鳥類が豊富。ソーラーの規模が
大きくなるほど影響は甚大。

釧路湿原に生息する鳥類への影響



また湿地に隣接する丘陵地も一括りでソーラー事業が行われ
る場合もあり、その場合は林の野鳥や哺乳類へも影響が及ぶ。

釧路湿原に生息する鳥類への影響



植物への影響—釧路湿原とその周辺

• 湿原の植生の決定要因
• 湿原内の比高、地形条件、地下水位、水化学性、土壌環境などの微立
地により、バランスを保っている

• 上流の河川直線化により土砂流入が増え、湿原内の植生に影響を及ぼ
すこともある
• 例えば ハンノキ林地の変化

• 湿原内だけでなく、湿原周辺の環境変化も湿原植生に影響を与
える



海岸植物の例……

• 釧路地方の海岸砂地に生えるハマハナヤスリ
（シダ植物）
• 北海道レッドリストで「希少種」

• いかにも「荒れ地」っぽい場所に生えるため、
気づかれないうちに生育地が失われる可能性
が高い



太陽光発電施設建設をめぐる問題

☆多様なソーラー事業者
大企業から社員１名の会社まで多種多様。多国籍。

☆太陽光発電事業者＝“営利企業”
調査や保全対策など余計なお金や手間がかかることはやりたがらない。

☆２０年後のパネル廃棄計画が不明
対応できるとは思えない事業者もみられる。
放置・不法投棄されるパネルが心配。
有害物資が含まれるパネルもある。

☆メンテナンスに伴う影響も懸念
草刈り,除草剤、防錆（ぼうせい）剤、融雪剤の使用が湿原の動植物に
及ぼす影響が懸念



☆多様な主体（行政,NGO,市民,地権者,事業者,専門家など ）
 が連携した生物多様性保全へ

☆戦略的ゾーニング

☆OECM（保護地域以外で生物多様性保全に資する地域）

今後どのように生物多様性保全を
していけばよいか？
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